
知識の活用を問う問題

・本研究の狙い 
文献[1]で示されたコードパターンのうち, 
MISRA-C 2014 にも該当するコードパターン9
種類を対象に, 以下を分析しようとしています. 

・コードパターンの知識を持っているプログラマ
の正解率 
・プログラマの経験が正解率や読解時間に影響す
るか 
・意思決定方法(モデルベース/モデルフリー)[2]
の傾向はソースコード読解にも同様の影響を与え
るか 

図1はコードパターンの一例です. 左側の知識を
問う問題を解けたプログラマはコードパターンを
知っていると判断し, 右側の知識の活用を問う問
題での正解率や読解時間を分析します.

・協力者募集 
 右のQRコードからもしくは以下のURLにアクセスしてください. 
 全体で40~60分程度かかります. 文献[2]の内容の調査のため, Windows, Macで動作する                                  
 millisecond社製のInquisitというツールのインストールが必要です.                 https://modelcheckform-241916.appspot.com
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・従来研究 
Cソースコード難読化の国際コンテスト(IOCCC: International Obfuscated C Code Contest)の受
賞作品を分析し, プログラマが読みにくいコードパターンを分析しています[1]. 難読化したソースコー
ドと同一の実行結果を得られるソースコードを73人の学生に読んでもらい, 実行結果の正解率を比較
しています. 表1はその結果であり, 上にあるコードパターンほど難読化したソースコードの正解率が
低かったこと(効果量が大きかったこと）を表しています.
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表1:正解率が低かったコードパターン

図1:ソースコードの例
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